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の傾斜から直ちに求められる．

　モーターの回鱒速度をかえてこのように操　§

作をつぎつぎに繰返して測定すれば，それぞ

れの周波藪に鍬するB’Aおよびφがえられ

るから，第2圖に相當するサPボ系の周波籔

塒性を記述する資料をうることができる．
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　　　　　　　　　　第　13　圖

　第9圖でブロックとしてかかれている部分A，B，Cの

各部の具睦的な回路圖を第13，14，15圖に示してある．

　この襲置の特色はS蚤，SII，　SIIを用いているため，任

意の周波歎を出すことが非常に容易であり，周波鍛によ

‘つて振幅が攣らず，1000サイクルの攣r調波を用いてい

るため増幅が容易であり，機械的な角度から電屋への攣

　　　　　　　　　　　セレン整流器の斜

　　　　　　　　　　面の表面電位解析

窄　　 中田一郎・谷安正’
　ちレン整流器の整流機構については，現在なお種々

の識議が行われているが，堰厨およびそれを挾む金屡

の電位分布が主要な役割を演じている黙は異論がな

く．その究開は學問的にも興味があワ，生産面からも

重要な課題である．

　電位分布については，整流板を研磨しながら，新し

く現われる面の表面電位を測定して内部に向つての分

布を推定する方法はすでに行われているが，表面電位

の測定につきものの再現性の悪さのために，研磨毎に

とつた測定値の關連性について問題があ翫

　筆者はエメリ

ー紙にて局部的
　　　　　　　　一z2　　　　（孕④
に研磨した整流

板が第1圖OPよ

うな斜臨面を表

わし，その面内

に各厨が排列す

ることから，先

に報告した探針

式振動容量電位
計1）にょり測定

を試みたとこ
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第　1　圖
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　　　　　　　　第　14　圖

換が非常に容易な馳にある．一一つの試みとして讃者め御
！

参考になれば幸である．

　1000サイクル　　　　　　β増帽器
　　　　　　　　　　　　　　　　76
獲振器その他電氣

的部分について大

について御援助を

いただいた，機械

部分の設計に關し　　　　　第　15圖

て試作工場白石眞三郎氏に負う所が多い一．ここに謝意を

表するi突第である．（1952・7・3）

　　　　　　　　　交　　　　謹
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（2）　tとえぽ　G．S。　Brown，　D．　P．　CampbeN，　Principles　of

Servomechanisms，　J．　Wiley，1948，　p．97．

ろ，各層の特徴を現わす電位分布が比較的容易にみら

れるので，結果について簡軍に報告する．

　第1圖の贅料を矢印の方向に移動することにより，

第2圖の曲線が得られる．問題の堰層は表面金属とそ

の下のセレンとの境にあるが，今のところ未だはつき

り測定にかかつていない．しかしセレンおよびこれを

挾む二種類の金廃がそれぞれ異つた表面電位を呈して

いる模檬が一磨うかがわれる．堰暦の槍出については

目下實瞼中である．

　このような方法により測定した表面電位分布と整流

器内部の電位分布との封癒についてはいろいろ問題が

あるが，一つの手掛りになれば面白v・．（1952・7・2）

　　　　　　　　第　　2　圖

3ζ献　1）　中田・小川，生産研究　3，369，（1951）
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